
 

日本アディクション看護学会会則 

 

第１章 総 則 

第１条（名称）本会は、日本アディクション看護学会と称する。  

第２条（事務局）本会の事務局は、湘南医療大学片山典子研究室（神奈川県横浜市戸塚区上品濃16-48）

に置く。 学会の所在地は、事務局の住所とする。  

 

第２章 目的及び事業 

第３条（目的）アディクション問題の保健・医療・福祉・教育に携わる、あるいは関心をもつ全て

の看護職の自己啓発と連携を促進し、アディクション看護の臨床、教育、研究、調査を推

進し、その進歩、発展、普及に貢献することを目的とする。  

第４条（事業）本会は、第３条の目的を達成するために次の事業を行う。  

（１）学術集会及び総会の開催。  

（２）機関誌の発行。  

（３）研修会、講演会、会員による共同研究、ワークショップ等の実施。  

（４）その他本会の目的を達成するために必要な事業。  

 

第３章 会 員 

第５条（会員の資格） 本会の会員は次の通りとする。  

（１）正会員は、看護職の資格を有し、看護関連業務に従事又は従事しようとする個人で、本会の

目的に賛同し会費を納めたものとする。  

（２）団体会員は、看護業務を行う団体、施設、法人等で、本会の目的に賛同し会費を納めたもの

とし、一定数の従事者を登録することができる。  

（３）賛助会員は本会の目的に賛同し、本会の事業を賛助して会費を納めたものとする。  

（４）購読会員は機関誌等本会の発行物の購入のみ目的とするもので、通常、団体、法人等が該当

し、年会費を納め発行物の送付を受ける。  

（５）上記会員中、正会員及び団体会員のみが機関誌への投稿並びに年次大会における研究発表を

行うことができる。  

（６）（１）、（２）に関わらず、看護職以外の個人あるいは団体が入会を希望した場合、理事会

の承諾を得て入会することができる。  

（７）会員歴15年以上かつ理事として合計3期以上を務めた70歳以上の者で、本学会に貢献した者

を理事会が推薦し、総会の承認の上、名誉会員とすることができる。名誉会員は会費の徴収

を免除される。 

第６条（入会）本会に入会しようとする者は、入会金及び当該年度の年会費を添えて、所定の入会

申込書を事務局に提出し、理事会の承認を得なければならない。  

第７条（退会）本会の退会を希望する会員は、退会届を事務局に提出しなければならない。また、

３年分の会費を未納の会員、本会の名誉を傷つけた会員若しくは本会の目的に反する行為を

行った会員については、理事会の議決を経たのち理事長が退会させることができる。  

 



第４章 役 員 

第８条（役員）本会の運営に当たるため、次の役員を置く。  

（１）理事長 １名  

（２）理 事 １０名程度  

（３）幹事 若干名  

（４）監 事 ２名  

第９条（役員の任期）役員の任期は３年とし、改選のあった年次総会の終了をもって任期を満了す

る。但しその再任をさまたげない。役員に欠員が生じた場合は、理事会において選任された

正会員が残る任期間を代行する。  

第１０条（理事）理事は正会員の互選で選ばれ、総会の承認を経て任命される。  

２．理事長は運営上必要と認める場合、選挙によらない指名理事を指名し、総会の承認を経

て理事とすることができる。  

３．理事は理事長を補佐し会務を分掌する。  

第１１条（幹事）幹事は、理事長が運営上必要と認める場合、会員から指名し、総会の承認を経て

任命することができる。  

２．幹事は理事会に出席し、報告、提案を行う事ができるが、議決権を持たない。  

第１２条（理事会）理事会は理事、幹事及び監事により構成される。年次大会長及び顧問は、理事

会に出席し意見を述べることができる。  

２．理事長は理事会を招集する。理事長はあらかじめ理事に対し、会議の目的たる事項及び

日時、場所等を文書を以て通知しなければならない。また、理事又は監事により会議の目的

たる事項を示し請求があったときは、理事長は速やかに理事会を招集しなければならない。  

３．理事会の議長は理事長とする。  

４．理事会は理事の２分の１以上（委任状を含む）の出席を以て成立する。  

５．理事会の議決は、出席理事の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決すると

ころによる。  

６．理事会は当該年度の事業報告、収支決算、次年度の事業計画、収支予算及びその他理事

会において必要と認められた事項を総会に報告し、その承認を得るものとする。  

７．理事会は、会の運営に関する方針の作成及び事務執行の任に当たり、次の委員会を置く

ことができる。  

（１）企画委員会  

（２）編集委員会  

（３）選挙管理委員会  

（４）その他  

第１３条（理事長）理事長は理事会において選出し、総会の承認を経て任命され、日本アディク 

ション看護学会を代表する。 

２．理事長は副理事長を置くことができる。副理事長は理事の中から指名され、理事会の承

認、総会の承認を経て任命され、理事長の職務を支えるとともに、理事長に事故がある場合

は、理事長業務を代行する。 

第１４条（監事）監事は正会員の互選で選ばれ、総会の承認を経て任命される。監事は、本会の会

計を監査し、理事会及び総会において報告する。  



第１５条（事務局の業務・会計本部）会務を速やかに執行するため事務局を置き、事務局の執務に

関して必要な事項は、事務局長が定める。  

２．事務局長は理事会で理事から互選される。事務局員は事務局長が任命する。  

３．会計業務を事務局外で行い、会計業務を執行する会計本部を置き、会計担当理事を以て、

本部長とすることができる。  

第１６条（年次大会長）  

（１）本会に年次大会長をおき、年次大会長は学術集会を主催する。  

（２）年次大会長は理事会により推薦され総会の承認を得なければならない。  

第１７条（次期大会長）  

（１）本会に次期大会長をおき、次期大会長は次年度の学術集会を主催する。  

（２）次期大会長は理事会により推薦され総会の承認を得なければならない。  

第１８条（顧問）本会に顧問を置くことができる。顧問は、学識及び経験豊かな者でアディクショ

ン看護の発展に貢献した者の中から、理事会において推薦され、総会の承認を経て委嘱され

る。  

 

第５章 総 会 

第１９条（総会）本会の事業及び運営に関する重要事項を審議決定する場として、総会を置く。総

会は、正会員によって構成され、本会の最高議決機関とする。  

２．総会は、毎年１回開催される学術集会の時に、理事長が招集する。  

第２０条（総会承認事項）次の事項は、総会の承認を経なければならない。 

（１）理事長、副理事長、理事、指名理事、幹事、監事、顧問の任命と委嘱。 

（２）学術集会の開催。 

（３）事業報告及び決算。 

（４）事業計画及び予算。 

（５）会則の変更。 

（６）その他理事会において必要と認めた事項。  

第２１条（総会決議）総会の決議は、委任状を含む出席者の過半数の同意をもって成立する。 

 

第６章 会 計 

第２２条（経費）本会の事業遂行に関する経費は、会費、事業に伴う収入、寄附金及びその他の収

入を以て支弁する。但し、既納の会費は返還しない。会費の改訂は、理事会によって決定す

る。  

第２３条（会計年度）本会の会計年度は、毎年4月1日に始まり、翌年3月31日に終わる。決算 

及び予算案は、年次総会において審議決定する。  

 

第７章 雑 則 

第２４条（会則の変更）本会会則の変更は、理事会の議を経て、総会の承認により決定する。また、

本会則施行についての細則は、理事会の議決を経て別に定める。  

 

第８章 附 則 



会費に関しては別に定める。 本会則は、平成１４年４月１日より発効する。  

本会則は、平成１５年１１月２９日に改正、ただし平成１５年４月１日にさかのぼって発効する。  

本会則は、平成１６年１１月６日に改正、ただし平成１６年４月１日にさかのぼって発効する。  

本会則は、平成２５年４月１日に改正、ただし平成２４年１０月１日にさかのぼって発効する。  

本会則は、平成２６年９月２１日に改正、ただし平成２６年４月１日にさかのぼって発効する。  

本会則は、平成２８年９月４日に改正、ただし平成２８年４月１日にさかのぼって発効する。 

本会則は、平成３０年９月２日に改正発効する。 

本会則は、令和３年１２月１２日に改正発効する。 

本会則は、令和４年２月２８日に改正発効する。 

本会則は、令和５年９月９日に改正発効する。 

 


